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１．問題の所在 

教師を育てる立場にある者を教師教育者

（Teacher Educator）とよび，欧米諸国では教師

や研究者とは異なる専門職としてその地位が認め

られつつある。教師教育者の専門性開発をどのよ

うに行うのかについて，先行研究では，その核と

なる「教師教育者の専門性（professionality）と

は何か」を含めて議論されてきた。代表的なもの

として，VELON（オランダ教師教育者協会）や

ATE（全米教師教育者協会）が提起する専門職ス

タンダード，InFo-TED（教師教育者開発国際フ

ォーラム）が提起する専門性発達のモデル図があ

る。そこで規定される教師教育者としての専門性

は，知識，技術，研究能力といったスキル・コン

ピテンシー的な側面，アイデンティティを持つこ

とやリフレクションができることといった態度・

振る舞いに関する側面，コミュニティを組織・変

革することや他者のロールモデルとなること，多

様性や社会正義の実現に貢献することといった社

会的な側面など，多岐にわたる。 

しかし，欧米と文脈の異なる日本においては，

教師教育者という概念が浸透しておらず，教師教

育者の専門性開発の議論も受け入れられにくい土

壌がある。専門性開発の議論を始めるためには，

まず日本においてどのような教師教育者の専門性

開発が期待されているのかという基礎的な調査が

必要であるといえる。そこで本研究では，複数名

の教師教育者およびその志望者に対する質的な調

査を通して，専門性開発のあり方に示唆を得たい。 

 

２．研究の方法 

 調査対象者は，広島大学が主催し教育ヴィジョ

ン研究センターが運営する 2021年度履修証明プ

ログラム「【研究編】教師教育者のためのプロフェ

ッショナル・ディベロップメント講座（以下，PD

講座）」の受講者 11名である。 

PD講座は，若手教員や教育実習生の指導・助

言及び校内研修の企画・運営に従事している教師

教育者を対象に開講された約 1年間のプログラム

である。発表者らは，教員養成・教員研修の実践

の改善と研究能力の向上，教師教育に関する共同

研究の場の提供，研究ネットワーク形成の支援，

将来の大学院進学希望者に対する基礎的な知識と

方法の提供などを目的として本講座を企画した。 

PD講座は，①発表者が主催する教師教育に関

する大学院科目（前期もしくは後期のいずれか）

の受講とレポート提出，②原則として毎月 1回（合

計 10回）実施される対面またはオンラインでの

講習の受講とレポート提出，③PD講座の一環と

して実施される共同研究への参加と論文執筆，の

3つのプログラムに取り組むことが要求された。

11名は，いずれも自らの意志で講座を受講し，全

員がすべてのプログラムを修了した。 

プログラム修了後の 2022年 3月に，PD講座の

評価には一切影響がないことを説明の上，全員か

ら許諾を得て半構造化インタビューを実施した。

インタビューの聞き取り項目は，PD講座で学ん

だこと，PD講座に期待していたこと，PD講座で

最も印象的だったこと，などの 5点である。 

 



インタビュー時の音声データはトランスクリプ

トを作成し，発表者によるオープンコーディング

を行い，結果を表計算シートに整理した。コーデ

ィングの視点は，「受講者の期待通りだったポジテ

ィブな学び」「受講者が期待していたものとは異な

るが結果的に得られたポジティブな学び」「受講者

が期待していたものとは異なるネガティブな学

び」の 3点とした。整理されたシートをもとに，

11名の語りに登場する学びのコードを，先行研究

を参照して設定した以下の専門性の枠組みに仮説

的に分類した上で，特徴や傾向について検討した。 

 

A 実践者としての教師教育者  

 - 教師教育者という存在を知る（A1）  

 - 教師教育者としての自己の振る舞い省察する

（A2）  

 - 他の教師教育者の振る舞いを批判的に習得す

る（A3）  

B 研究者としての教師教育者  

 - 教師教育の研究の世界と出会う，関わる（B1）  

 - 教師教育の研究の理論と動向を知る（B2）  

 - 教師教育に関して個人・共同で研究を遂行 

する（B3）  

C 社会的存在としての教師教育者  

- 教師教育者としてのアイデンティティが 

芽生える（C1）  

- コミュニティをつくる，関係を構築する（C2）  

- 教師教育の改善・変革のために行動する（C3） 

表 教師教育者の専門性の仮説的枠組み 

 

３．結果と考察 

分析の結果，以下の 2 つの傾向が確認された。 

第一に，期待通りだった学びとして Aと Bの語

りが多く，想定外のポジティブな学びとして Cの

語りが多かったこと。これは，Aと Bの専門性は

PD講座が明確にプログラムの目標として掲げ，

具体的にその専門性の開発を行う講義や課題が存

在したことや，もともとそれらの専門性の開発を

期待して講座を受講者した受講者が多かったこと

が要因として推測される。ここから，日本の教師

教育者は，自身が開発したいと考えている専門性

について，知識と技術を中心に志向するものの，

実際に専門性開発の研修を行うと，コミュニティ

に参加することや社会的存在としての自身の役割

を自覚するケースが多いことが示唆された。また，

教師教育者の共同研究は，研究手法の獲得にとど

まらずロールモデルの獲得や自身の教師教育実践

の省察などに有益であることが示唆された。 

第二に，現職の教師教育者は 3種類の専門性の

うち 1の位相（A1，B1，C1）の語りが少なく，3

の位相（A3，B3，C3）の語りが多かったこと。

反対に，現職の教師教育者ではない教師は，1の

位相の語りが多く，3の位相の語りはほぼ見られ

なかった。ここから，日本においては明確に教師

教育者としての役割が期待されている者は，その

専門性を開発する重要性を認識する機会が多いた

め，現職の教師教育者ではない教師より多様な位

相の学びを得やすいことが示唆された。 

 

４．提言 

本研究に基づき，以下の 2点を提言したい。 

①日本における導入期の教師教育者と中堅以上

の教師教育者では，期待する専門性や研修を通し

て得られる学びが質的に異なる。両者が共通のプ

ラットフォームで対話しつつも，経験に応じて分

かれて教師教育の課題を省察，研究できる協働的

な研修体制が構築されることが望ましい。 

②中堅以上の教師教育者では，研修を実施する

教師教育者が有する専門性との質的差異は縮減さ

れる。両者が共同研究等への参画を通してお互い

を自身とは異なる教師教育者のモデルとして参照

しあう場が設定されることが望ましい。 


